
中部事務機（株）（卸売業、小売業・岐阜市）

社員の子育て・介護支援とリモート環境整備で、働きやすさと採用力を高め、

Ｕターンや県外からの就職者も増加

・ 短時間正社員制度やフレックスタイムを導入し、子育て・介護中でも正社員として

   働き続けられる環境を整備

・ モバイルパソコンの支給やペーパーレス化などデジタル化を推進することで、育児

や介護など家庭の事情にも対応しやすい働き方を実現

・ ファミリーサポート休暇や男性育休促進で休みやすい雰囲気を醸成し、離職防止と

   採用力向上を両立

岐阜市にある中部事務機（株）本社

子育て中でも正社員として働き続けられる環境を整備

子育て支援にも早くから取り組み、10年前には短時間正社員制度を導入。小学

６年生までの子どもを持つ社員について、正社員としての雇用を維持したまま、

勤務時間を１～２時間短縮することを認めました。

また、フレックスタイムを導入し、各個人の事情に合わせた柔軟な勤務を可能

にしています。この結果、小学生の子どもが学校から帰ってくるまでには自宅に

戻りたいという子育て中の方も正社員として働き続けられるようになりました。

ＩＴ・ネットワーク、セキュリティを中

心に、働く環境にまつわる様々なソリュー

ションを提供する商社である中部事務機

（株）。

同社では、創業当初から社員を「資本」

と考え、子どもへのお年玉配布や社員・配

偶者への誕生日プレゼントなど、働きやす

く働きがいのある環境づくりを大切にしな

がら、長年歩んできました。

しかし、新規採用を行うにあたって、主な競合相手となるのは名古屋の企業で

す。同じことをしていては賃金面をはじめ太刀打ちできません。

そこで考えたのが、創業時の理念に立ち返り、「社員の働きやすさ」をより一

層追求することでした。

競合相手との差別化を図るため、「社員の働きやすさ」を一層追求



さらに、３年前には新たに「ファミリーサポート休暇」制度を導入。小学生ま

での子を養育している社員や要介護認定の親を持つ社員について、通常の有給休

暇とは別に、対象者１名につき６日間の有給休暇を付与し、子育てや介護との両

立を一層支援しました。

デジタル化を進め、育児や介護など家庭の事情にも対応しやすい働き方を実現

まずは、働く環境の整備です。若手社員を中心に、テレワークをはじめとし

た柔軟な働き方へのニーズが高まっていることを踏まえ、全社員にモバイルパ

ソコンを支給。併せてペーパーレス化やＲＰＡ（ソフトウェアを活用してルー

ティンワークを自動化する技術）の導入を進め、出張時の直行直帰や育児や介

護など家庭の事情がある場合などにリモートで業務を行える体制を整えました。

特別休暇の新設や男性育休取得促進で、子育てや介護との両立を支援

これらの取組により、現在では子育てを理由とした離職は皆無となり、更には

未就学児などを持つ女性を中心とした入社希望者が増加しています。

子育て中の女性やUターン、県外からの就職者も増加

また、６年前の本社移転を機に、社

内のデジタル化に合わせてオフィス環

境を整備し、フリーアドレスを導入。

社内コミュニケーションを促進させる

とともに、業務内容や状況に応じた柔

軟なスペース活用により、多様な働き

方を実現しています。

オフィス内はフリーアドレスで
コミュニケーションも活発に

加えて、男性の育児休業についても、

ファミリーサポート休暇制度の導入を機

に、社長自身が朝礼の場などで積極的に

育児休業を取るように促し、取得しやす

い社内の雰囲気を醸成しました。

今では、固定の顧客を持つ営業職など、

従来は休みにくかった職種であっても、

１～２カ月程度の育児休業を取得するな

ど、社内に休みやすい雰囲気が生まれて

います。

男性社員も職種に関わらず
育児休業を取得しやすい雰囲気が生まれている



【従業員の声】

働き方に柔軟性があり、子育てしながらでも働きやすいのが魅力です。男性でも休

みやすい雰囲気があるので、子どもの通院や授業参観などにも自分が対応できて、妻

からも感謝されています。家族にも優しい会社ということで、家族も応援してくれる

ので、頑張って働きたいという思いになります。

【中部事務機（株）】（https://www.cbm.co.jp/）

所在地：岐阜市都通１丁目15番地
従業員：125名（うち正社員119名、パート４名、派遣２名）
創 業：昭和27年

  （令和８年１月末時点）

また、近年は、性別を問わずキャリア形成できるよう、従来女性が担うことの

多かったお茶出しなどの業務を極力廃止し、女性管理職の登用にも注力。結婚後

も仕事を続け、キャリアを積みたいと考える女子学生の就職希望者増加につなげ

ています。

こうした働きやすさに惹かれてＵターン就職する事例や県外からの就職も増え

ており、安定的に人材が確保できています。

自身も都内のコンサルティング企業で勤務していたものの、地元で子育てがし

たいと考え、産後Ｕターン就職で、３人の子育てをしながら働く佐藤理佳子執行

役員は、「男性も女性も子育てをしながらキャリアを積めるのが、この会社の一

番の魅力です。今後もデジタル化などで業務の効率化や生産性を上げ、働きやす

さを高めながら、社員の成長を支援していきたいと思います」と語ります。

さとう りかこ

https://www.cbm.co.jp/
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